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び、また稜柱の断面積が対照と比較し小さくなり、稜柱の数も増加する変化が確認
された。これらの結果から、Shelk1 および   Shelk2 はマガキ貝殻の稜柱層形成に
おいてそれぞれが異なる機能を担っていることが示唆された。 
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3. shelk1 および shelk2 遺伝子のノックダウンにより貝殻再生時の新生貝殻原器
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